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第１回 鳳来北西部地域協議会 会議録（要約）

日 時 令和４年４月１９日（火） 午後７時 ～ 午後８時

場 所 玖老勢コミュニティプラザ １階 多目的室

出 席 者 委 員１９名 事務局 ６名

傍聴人数 なし

次 第

１ あいさつ

２ 委嘱状交付

３ 説明

鳳来北西部地域協議会について

４ 議事

⑴ 副会長の選任について

⑵ 分科会委員の選任について

５ その他

⑴ 今後のスケジュールについて

⑵ 委員報酬等の支払いについて

⑶ 市長が行く！ふれあいトークについて

開会

・事務局職員の紹介

・菅沼事務所長よりあいさつ

１ あいさつ

・原田会長よりあいさつ

・議事に先立ち、事務局から下記の委員を議事録署名人として指名。

【議事録署名人】

『名簿１番』森下悦夫委員 『名簿２番』森下春吉委員

２ 委嘱状交付

・新型コロナウイルス感染防止対策のため、事務局より今年度選任された委員の

氏名の紹介のみとする。

・委嘱状については、対象委員の各席に事前配布。

３ 説明

○鳳来北西部地域協議会について

・資料に沿って、事務局より年間スケジュールを中心に説明。

・地域協議会については、年間１４回程度開催予定。ただし、会議の進捗状況や
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新型コロナウイルス感染状況等によって変更となる可能性がある。

・地域自治区予算の策定、活動交付金の審査の流れを説明。

【質疑応答】

意見、質問なし

４ 議事

⑴ 副会長の選任について

・事務局より説明。

➔地域協議会の会長・副会長は、新城市地域自治区条例第 7 条に「委員の互選

により、地域協議会ごとに定める」とされており、鳳来北西部地域協議会では、

会長１名・副会長２名を鳳来寺地区、鳳来西地区、海老地区から１名ずつ選任

となっている。

➔昨年度副会長を務めた原田秀憲委員が委員を辞任されたため、鳳来寺地区か

ら選出された副会長が１名欠員が出ているため、鳳来寺地区から副会長を１名

選任が必要となる。

➔また、新城市地域自治区条例の第 7条に「副会長を複数置くときは、会長の

職務を代理する順位を地域協議会の会議に諮って決定する。」とされており、

昨年度まで原田秀憲委員が筆頭副会長を務めていたため、新たに筆頭副会長の

選任も必要となる。

【副会長についての立候補・推薦等】

『会長』

副会長の立候補・推薦等はございますか。

『委員』

鳳来寺地区として、名倉利幸委員を推薦したい。

※その他の意見がなかったため、拍手により賛成多数で承認。

【筆頭副会長についての意見・推薦】

『会長』

筆頭副会長の立候補・推薦等はございますか。

『委員』

来年度は鳳来寺地区から会長を選出する年となるので、名倉委員を筆頭副

会長にお願いしたい。

※その他の意見がなかったため、拍手により賛成多数で承認。

⑵ 分科会委員の選任について

・事務局より説明。

➔分科会委員については、会長・副会長と協議会委員経験年数や地区のバラ
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ンスを考慮し、案を作成した。

➔所属する分科会については異動可能なため、案を基に地区ごとで協議して

いただき、所属する分科会を決定としたい。

『会長』

５分程度時間を設けるので、地区ごとに話し合い、その結果を報告して欲

しい。

（各地区協議 ５分）

【協議結果報告】

『会長』

鳳来西地区については、案のとおり。

『副会長』

鳳来寺地区については、原田秋生委員を地域振興分科会へ、森下春吉委員を

子育て分科会へ異動して欲しい。

『副会長』

海老地区については、案のとおり。

『会長』

ただいま報告のあった分科会メンバーで１年間協議をお願いします。

５ その他

⑴ 今後のスケジュールについて

【第２回地域協議会】

「日時」５月２４日（火）１９時から

「場所」玖老勢コミュニティプラザ 開催決定

【鳳来北西部地区区長会】

「日時」５月１０日（火）１９時から

「場所」玖老勢コミュニティプラザ 開催決定

⑵ 委員報酬の支払いについて

・委員報酬及び費用弁償は、会議が開催された都度、提出された振込先へ振り

込む。

⑶ 市長が行く！ふれあいトークについて

・事務局より説明。

➔市長マニフェストに基づいて実施されるもので、実施を希望する地区等が

あれば、事務局に相談して欲しい。
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【質疑応答】

『委員』

ふれあいトークは行政区単位の開催となるか。グループなどで来てもらうこ

とは可能か。

『事務局』

グループ単位でも可能。まずは相談して欲しい。

『委員』

年間１０回が目安となっているが、実際の開催数はどうか。

『事務局』

年間１０回が目安、重なった場合は抽選となる場合も考えられる。

なお、参加人数は１０～１５人程度で、気軽に話し合える形を考えている。

『委員』

ふれあいトークの単位時間はどれくらいを想定しているか。

『事務局』

９０分を想定している。

菅沼事務所長のあいさつで終了（２０時００分）


